アフリカ -- 紛争地域から (フォトエッセイ) by 大崎 敦司
アフリカ -- 紛争地域から (フォトエッセイ)
著者 大崎 敦司
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing











アジ研ワールド・トレンド No.185 （2011. 2） 36






報番組制作の仕事をした。年五％超の経済成長に沸くインド洋岸の経済首都ダルエスサラームや、僻地の農村で困窮する人々にインタビュー して回った。印象に残ったのが、都市に一極集中する豊かさと、内陸の農村部との経済格差 拡大。汚職で首相や閣僚、現職の国会議員らが辞任・逮捕される事件が相次ぐなか多くの人々が口にした腐敗した政治へ 怒りだった。　
南部の同国政府の出先機関に着任後すぐ、キクウェ
テ大統領が南部視察に訪れ 。大統領が乗る車は、住民から激しい投石を受け 。事件を見 学教授 「貧しい南部の住民 最高指導者に直接抗議 。経済発展から取り残された人々は不満を強めている」と分析した。大統領は昨年一一月に再選された 支持率は大きく低下した。今年一月にはアルーシャで野党 政治集会を政府が弾圧し、警察 発砲で死者が出た。隣国ケニアのような憲法改正を求める声が、野党や人権団体、ムスリムの組織を中心に急拡大している。　
職場のムスリムの同僚らとモスクで金曜礼拝を覗















大使館への同時爆破テロが起きた国だ。翌年にナイロビで、黒く焼け焦げ、窓ガラ が落ちたアメリカ大使館の廃墟を見た衝撃は忘れられない。二〇〇二年末はインド洋岸のモンバサで イス エル人観光客が宿泊中のホテルへの自爆攻 と 国際空港を離陸したイスラエル旅客機への地対空ミ イル発射の同時テロも現場取材した。　
アフリカ大陸は今も、アメリカ主導の世界的な「対
テロ戦争」の最前線だ。アメリカは二〇〇八年秋、テロ組織の掃討作戦を行う「アフリカ軍」を新設。ジブチを拠点に、紅海対岸の エメンやソマリア、東・西アフリカ諸国への軍事介入を強めている。タンザニアの専門家は地元紙の評論で、 「ア カイダ」 や 「タリバーン」を名乗る武装勢力が近年活動 活発化させているモーリタニアやマリ、ニジェール ナイジェリアなどに「アメリカが逆にテロを拡散させている」と警鐘を鳴らしていた。　
アフリカ各国で戦争やテロが見えにくくなり、 「常
在化」が進んで る 政治権力の争奪や民族・宗教の境界線で続発する紛争 点として噴出するテロ。テロ組織と容疑者の追跡と拘束。首都では人々が一見、 「平和」と安定、 経済発展を享受してい よう 見えるが彼らは国内や隣国で続いている同胞の殺害や暴力に、あまり関心が無いかのようだ。● 「純化」 と 「分離」 拡大す 懸念　
各国でムスリムが急増し、貧富の格差是正と「世直
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が集まって「純化」と「分離」を目指す逆流も起きている。　
コートジボワールの紛争再燃の





と叫ぶシュプレヒコール。政府系のテレビも新聞も「コートジボワール人のアイデンティティ」 愛国」という意味の『イボワリ 』という言葉を連呼していた。北隣のブルキナファソやマリからの移民労働者やムスリムが、 市民や軍・
　
その後、イラク戦争とフセイン政権の崩壊









































伝えるNGO「Sangenjaya Magnum for Africa」（SAMAFA）も主宰。





線。矛盾だらけの「枠」のなかで民族や宗教対立を融和させ、異なる価値観や経済格差への不満を抑え、人々の「統合 を維持しようとするのか 無理につなぎ留めようとはせずに、 バラバラになっていく動きに任せるのか。それを選択するのは、アフリカ 人々だ。　
だが、 対立と暴力で罪もない人々が殺され、
安定と発展の果実が摘み取られ、負 スパイラルに陥る未来は、もう見たくない。戦争やテロで真っ先に犠牲になるのは、子どもや女性たちなど罪もない、弱い人々だか だ。
